
高
松
で
は
、
４
月
26
日

（
土
）
に
「
サ
ン
ポ
ー
ト
高

松
多
目
的
広
場
」
に
て
香
川

県
メ
ー
デ
ー
中
央
集
会
が
開

催
さ
れ
、
池
田
香
川
県
知
事

や
大
西
高
松
市
長
、
立
憲
民

主
党
小
川
香
川
県
連
代
表
、

国
民
民
主
党
山
本
香
川
県
連

幹
事
長
を
は
じ
め
多
く
の
来

賓
が
出
席
す
る
と
と
も
に
、

香
川
県
全
域
で
は
、
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
組
合
員
を
含
む
約
６

０
０
名
が
参
集
し
た
。

連
合
香
川
の
福
家
会
長
が
、

主
催
者
を
代
表
し
挨
拶
に
立

ち
「
本
春
闘
に
お
い
て
は
、

従
来
を
上
回
る
成
果
を
獲
得

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
に
御
礼
申
し
上
げ

る
。
大
手
企
業
の
流
れ
を
、

中
小
の
組
合
に
波
及
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
」
と
訴
え
た
。

続
い
て
、
各
ス
ロ
ー
ガ
ン

及
び
メ
ー
デ
ー
宣
言
を
満

場
一
致
で
承
認
。
福
家
会

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

香
川
県
メ
ー
デ
ー
中
央
集

会
を
締
め
く
く
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
丸
亀
・
松

山
・
徳
島
・
高
知
・
東
京

の
各
会
場
に
お
い
て
も
、

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の
組
合
員

が
参
加
し
、
働
く
仲
間
の

生
活
改
善
を
訴
え
た
。

今
年
で
96
回
目
と
な
る
労
働
者
の
祭
典
「
メ
ー
デ
ー
大
会
」
が
４
月
26

日
（
土
）
か
ら
５
月
１
日
（
木
）
に
か
け
て
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
た
。

本
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
連
合
の
旗
の
も
と
に
集
う
各
産
別
よ
り
多
く

の
組
合
員
が
集
結
。
賃
上
げ
基
調
は
続
く
も
の
の
、
引
き
続
き
の
急
激
な

物
価
高
が
労
働
者
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
状
況
、
あ
ら
ゆ
る
職
域

に
お
け
る
労
働
力
不
足
の
現
状
を
踏
ま
え
、
賃
上
げ
や
雇
用
確
保
等
の
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
重
要
性
を
各
地
で
あ
ら
た
め
て
共
有
し
、
さ
ら
な

る
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

香
川
地
区
（
高
松
）

高
知
地
区

香
川
地
区
（
丸
亀
）

各
地
区
集
会
に

組
合
員
が
参
加
！

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
４
月
１
日
に
入
社
し
た
新
規

採
用
者
へ
の
加
入
行
動
を
実
施
。
Ｊ
Ｒ
四
国
で
は
、

新
入
社
員
１
２
０
名
が
新
た
に
仲
間
に
加
わ
っ
た
。

ま
た
、
４
月
１
日
に
は
契
約
社
員
車
掌
11
名
が
、

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
に
お
い
て
は
８
名
が
、
そ

れ
ぞ
れ
社
員
登
用
さ
れ
、
組
合
員
と
し
て
新
た
に
活

動
を
共
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
配
属
さ
れ
る
支
部
・
分
会
・
青
年
女
性
会
議

役
員
に
お
い
て
は
、
環
境
の
変
化
に
直
面
す
る
新
入

組
合
員
の
支
援
に
つ
い
て
協
力
を
要
請
す
る
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の
強
固
な
団
結
力
を
発
揮
し
、
労

働
組
合
の
強
み
で
あ
る
横
の
つ
な
が
り
を
も
っ
て
、

未
来
あ
る
新
入
組
合
員
の
活
躍
を
後
押
し
し
よ
う
！

新
入
社
員
１
２
０
名
が
加
入
！

契
約
社
員
車
掌
11
名
が
社
員
登
用
！

４
月
21
日
（
月
）
、
第

20
回
「
四
国
の
鉄
道
を

考
え
る
国
会
議
員
連
絡

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

連
絡
会
に
は
四
国
選

出
の
関
係
国
会
議
員
、

Ｊ
Ｒ
連
合
・
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
役
員
並
び
に
Ｊ
Ｒ

四
国
経
営
幹
部
ら
総
勢

19
名
が
出
席
し
た
。

会
議
冒
頭
、
玉
木
事

務
局
長
進
行
の
も
と
昨

年
の
衆
議
院
議
員
総
選

挙
で
当
選
し
た
高
橋
永

議
員
、
石
井
智
恵
議
員

の
加
入
を
確
認
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て

大
谷
執
行
委
員
長
が
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
へ

の
謝
辞
を
述
べ
た
上
で

「
労
使
一
体
と
な
り
、

四
国
新
幹
線
実
現
に
向

け
、
署
名
活
動
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ぜ
ひ

と
も
力
強
い
支
援
を
お

願
い
す
る
」
と
さ
ら
な

る
団
結
を
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
会
社
を
代
表

し
、
四
之
宮
代
表
取
締

役
社
長
よ
り
支
援
措
置

等
に
対
す
る
御
礼
と
と

も
に
「
人
手
不
足
、
物

価
高
騰
な
ど
課
題
は
多

い
。
新
幹
線
も
含
め
あ

る
べ
き
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
実
現
に
向

け
て
は
、
地
域
の
理
解

が
不
可
欠
で
あ
り
、
引

き
続
き
の
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
」
と
挨
拶
を

受
け
た
。

そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合

よ
り
政
策
課
題
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
及
び
、

Ｊ
Ｒ
四
国
か
ら
会
社
の

現
状
と
経
営
課
題
に
つ

い
て
説
明
が
な
さ
れ
た

の
ち
、
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
「
人
財
確
保
」
に

関
す
る
質
疑
の
ほ
か
、

新
幹
線
実
現
に
向
け
た

輪
を
広
げ
る
べ
く
、
認

知
を
深
め
る
た
め
の
取

り
組
み
拡
大
や
、
時
間

軸
を
意
識
し
た
主
張
・

展
開
の
必
要
性
な
ど
、

熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ

た
。会

議
終
盤
、
小
川
会

長
か
ら
「
四
国
選
出
の

国
会
議
員
が
集
い
、
Ｊ

Ｒ
四
国
に
つ
い
て
一
致

団
結
し
て
意
見
交
換
で

き
る
貴
重
な
機
会
。
経

営
効
率
化
の
一
方
で
、

公
共
交
通
の
維
持
を
果

た
し
、
意
欲
を
持
っ
て

働
く
こ
と
の
で
き
る
環

境
整
備
を
実
現
す
る
こ

と
が
重
要
。
日
本
で
は

標
準
装
備
で
あ
る
新
幹

線
実
現
も
含
め
て
、
引

き
続
き
連
携
を
取
り
な

が
ら
解
決
し
て
い
き
た

い
」
と
し
て
、
閉
会
し

た
。

会会
長長

小小
川川

淳淳
也也

（（
衆衆
・・
香香
川川
１１
区区
））

事事
務務
局局
長長

玉玉
木木

雄雄
一一
郎郎

（（
衆衆
・・
香香
川川
２２
区区
））

幹幹
事事

高高
橋橋

永永

（（
衆衆
・・
徳徳
島島
１１
区区
））

石石
井井

智智
恵恵

（（
衆衆
・・
愛愛
媛媛
１１
区区
））

白白
石石

洋洋
一一

（（
衆衆
・・
愛愛
媛媛
２２
区区
））

広広
田田

一一

（（
参参
・・
徳徳
島島
・・
高高
知知
））

永永
江江

孝孝
子子

（（
参参
・・
愛愛
媛媛
））

第
20
回
四
国
の
鉄
道
を
考
え
る

国
会
議
員
連
絡
会
開
催

連連

絡絡

会会

役役

員員

～次代につなぐ 平和の願い！
みんなでつくろう 支え合う安心社会と確かな未来（あした）を！

第96回メーデー大会開催!

契
約
社
員
８
名
が
社
員
登
用
！

〈〈
ジジ

ェェ
イイ

アア
ーー
ルル
四四

国国

ババ
スス
〉〉

〈〈
ＪＪ

ＲＲ

四四

国国
〉〉

入
社
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
皆
さ
ん
を
歓
迎
し
ま
す
！

と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

愛
媛
地
区

徳
島
地
区

東
京
地
区

メ
ー
デ
ー
は
、
英
語
で
書

く
と
「
Ｍ
ａ
ｙ

Ｄ
ａ
ｙ
」
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
夏
の
訪

れ
を
祝
う
日
」
と
し
て
古
く

か
ら
祝
日
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
始
ま
り
は
１
８
８
６

年
の
５
月
１
日
、
ア
メ
リ
カ

の
シ
カ
ゴ
で
、
１
日
12
～
14

時
間
勤
務
が
当
た
り
前
だ
っ

た
労
働
環
境
改
善
を
求
め
、

労
働
者
が
ゼ
ネ
ラ
ル
ス
ト
ラ

イ
キ
（
全
国
的
な
規
模
で
行

わ
れ
る
労
働
争
議
）
を
起
こ

し
、
８
時
間
労
働
の
実
現
を

要
求
し
た
事
に
由
来
し
ま
す
。

以
降
、
労
働
者
た
ち
が
集

ま
り
、
権
利
を
主
張
す
る
日

と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
は

じ
め
各
地
に
広
が
っ
た
の
が

メ
ー
デ
ー
で
す
。
今
で
は
５

月
１
日
を
「
労
働
者
の
祭
典
」

と
し
て
祝
日
と
す
る
国
も
多

く
、
世
界
中
で
労
働
者
た
ち

の
イ
ベ
ン
ト
や
デ
モ
行
進
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
連
合
で
は
毎
年
こ
の

時
期
に
、
東
京
で
の
中
央
大

会
に
加
え
、
各
都
道
府
県
の

地
方
連
合
会
や
地
域
協
議
会

で
も
独
自
の
メ
ー
デ
ー
が
開

か
れ
、
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
１
９
２
０
年
５

月
２
日
に
第
１
回
メ
ー
デ
ー

が
東
京
・
上
野
公
園
で
開
か

れ
ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大

戦
中
は
政
府
に
よ
り
開
催
が

禁
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
戦
後
、

労
働
組
合
の
活
動
再
開
と
と

も
に
再
び
開
か
れ
る
よ
う
に

な
り
、
日
本
の
労
働
者
の
地

位
や
労
働
条
件
の
向
上
、
権

利
拡
大
を
は
じ
め
、
人
権
・

労
働
基
本
権
の
確
立
、
民
主

主
義
の
発
展
、
恒
久
平
和
の

希
求
に
深
く
貢
献
し
、
そ
の

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

※
連
合
コ
ラ
ム
よ
り
抜
粋

【
コ
ラ
ム
】
「
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ー
デ
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？

高
松
で
は
、
４
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目
的
広
場
」
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て
香
川

県
メ
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デ
ー
中
央
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が
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れ
、
池
田
香
川
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知
事

や
大
西
高
松
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、
立
憲
民
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党
小
川
香
川
県
連
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、

国
民
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党
山
本
香
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連
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事
長
を
は
じ
め
多
く
の
来
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が
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す
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と
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も
に
、
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が
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を
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挨
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に
立

ち
「
本
春
闘
に
お
い
て
は
、

従
来
を
上
回
る
成
果
を
獲
得

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
に
御
礼
申
し
上
げ

る
。
大
手
企
業
の
流
れ
を
、

中
小
の
組
合
に
波
及
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
」
と
訴
え
た
。

続
い
て
、
各
ス
ロ
ー
ガ
ン

及
び
メ
ー
デ
ー
宣
言
を
満

場
一
致
で
承
認
。
福
家
会

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

香
川
県
メ
ー
デ
ー
中
央
集

会
を
締
め
く
く
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
丸
亀
・
松

山
・
徳
島
・
高
知
・
東
京

の
各
会
場
に
お
い
て
も
、

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の
組
合
員

が
参
加
し
、
働
く
仲
間
の

生
活
改
善
を
訴
え
た
。

今
年
で
96
回
目
と
な
る
労
働
者
の
祭
典
「
メ
ー
デ
ー
大
会
」
が
４
月
26

日
（
土
）
か
ら
５
月
１
日
（
木
）
に
か
け
て
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
た
。

本
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
連
合
の
旗
の
も
と
に
集
う
各
産
別
よ
り
多
く

の
組
合
員
が
集
結
。
賃
上
げ
基
調
は
続
く
も
の
の
、
引
き
続
き
の
急
激
な

物
価
高
が
労
働
者
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
状
況
、
あ
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ゆ
る
職
域

に
お
け
る
労
働
力
不
足
の
現
状
を
踏
ま
え
、
賃
上
げ
や
雇
用
確
保
等
の
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
重
要
性
を
各
地
で
あ
ら
た
め
て
共
有
し
、
さ
ら
な

る
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

香
川
地
区
（
高
松
）

高
知
地
区

香
川
地
区
（
丸
亀
）

各
地
区
集
会
に

組
合
員
が
参
加
！

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
４
月
１
日
に
入
社
し
た
新
規

採
用
者
へ
の
加
入
行
動
を
実
施
。
Ｊ
Ｒ
四
国
で
は
、

新
入
社
員
１
２
０
名
が
新
た
に
仲
間
に
加
わ
っ
た
。

ま
た
、
４
月
１
日
に
は
契
約
社
員
車
掌
11
名
が
、

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
に
お
い
て
は
８
名
が
、
そ

れ
ぞ
れ
社
員
登
用
さ
れ
、
組
合
員
と
し
て
新
た
に
活

動
を
共
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
配
属
さ
れ
る
支
部
・
分
会
・
青
年
女
性
会
議

役
員
に
お
い
て
は
、
環
境
の
変
化
に
直
面
す
る
新
入

組
合
員
の
支
援
に
つ
い
て
協
力
を
要
請
す
る
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の
強
固
な
団
結
力
を
発
揮
し
、
労

働
組
合
の
強
み
で
あ
る
横
の
つ
な
が
り
を
も
っ
て
、

未
来
あ
る
新
入
組
合
員
の
活
躍
を
後
押
し
し
よ
う
！

新
入
社
員
１
２
０
名
が
加
入
！

契
約
社
員
車
掌
11
名
が
社
員
登
用
！

４
月
21
日
（
月
）
、
第

20
回
「
四
国
の
鉄
道
を

考
え
る
国
会
議
員
連
絡

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

連
絡
会
に
は
四
国
選

出
の
関
係
国
会
議
員
、

Ｊ
Ｒ
連
合
・
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
役
員
並
び
に
Ｊ
Ｒ

四
国
経
営
幹
部
ら
総
勢

19
名
が
出
席
し
た
。

会
議
冒
頭
、
玉
木
事

務
局
長
進
行
の
も
と
昨

年
の
衆
議
院
議
員
総
選

挙
で
当
選
し
た
高
橋
永

議
員
、
石
井
智
恵
議
員

の
加
入
を
確
認
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て

大
谷
執
行
委
員
長
が
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
へ

の
謝
辞
を
述
べ
た
上
で

「
労
使
一
体
と
な
り
、

四
国
新
幹
線
実
現
に
向

け
、
署
名
活
動
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ぜ
ひ

と
も
力
強
い
支
援
を
お

願
い
す
る
」
と
さ
ら
な

る
団
結
を
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
会
社
を
代
表

し
、
四
之
宮
代
表
取
締

役
社
長
よ
り
支
援
措
置

等
に
対
す
る
御
礼
と
と

も
に
「
人
手
不
足
、
物

価
高
騰
な
ど
課
題
は
多

い
。
新
幹
線
も
含
め
あ

る
べ
き
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
実
現
に
向

け
て
は
、
地
域
の
理
解

が
不
可
欠
で
あ
り
、
引

き
続
き
の
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
」
と
挨
拶
を

受
け
た
。

そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合

よ
り
政
策
課
題
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
及
び
、

Ｊ
Ｒ
四
国
か
ら
会
社
の

現
状
と
経
営
課
題
に
つ

い
て
説
明
が
な
さ
れ
た

の
ち
、
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
「
人
財
確
保
」
に

関
す
る
質
疑
の
ほ
か
、

新
幹
線
実
現
に
向
け
た

輪
を
広
げ
る
べ
く
、
認

知
を
深
め
る
た
め
の
取

り
組
み
拡
大
や
、
時
間

軸
を
意
識
し
た
主
張
・

展
開
の
必
要
性
な
ど
、

熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ

た
。会

議
終
盤
、
小
川
会

長
か
ら
「
四
国
選
出
の

国
会
議
員
が
集
い
、
Ｊ

Ｒ
四
国
に
つ
い
て
一
致

団
結
し
て
意
見
交
換
で

き
る
貴
重
な
機
会
。
経

営
効
率
化
の
一
方
で
、

公
共
交
通
の
維
持
を
果

た
し
、
意
欲
を
持
っ
て

働
く
こ
と
の
で
き
る
環

境
整
備
を
実
現
す
る
こ

と
が
重
要
。
日
本
で
は

標
準
装
備
で
あ
る
新
幹

線
実
現
も
含
め
て
、
引

き
続
き
連
携
を
取
り
な

が
ら
解
決
し
て
い
き
た

い
」
と
し
て
、
閉
会
し

た
。

会会
長長

小小
川川

淳淳
也也

（（
衆衆
・・
香香
川川
１１
区区
））

事事
務務
局局
長長

玉玉
木木

雄雄
一一
郎郎

（（
衆衆
・・
香香
川川
２２
区区
））

幹幹
事事

高高
橋橋

永永

（（
衆衆
・・
徳徳
島島
１１
区区
））

石石
井井

智智
恵恵

（（
衆衆
・・
愛愛
媛媛
１１
区区
））

白白
石石

洋洋
一一

（（
衆衆
・・
愛愛
媛媛
２２
区区
））

広広
田田

一一

（（
参参
・・
徳徳
島島
・・
高高
知知
））

永永
江江

孝孝
子子

（（
参参
・・
愛愛
媛媛
））

第
20
回
四
国
の
鉄
道
を
考
え
る

国
会
議
員
連
絡
会
開
催

連連

絡絡

会会

役役

員員

～次代につなぐ 平和の願い！
みんなでつくろう 支え合う安心社会と確かな未来(あした)を!

第96回メーデー大会開催!!

契
約
社
員
８
名
が
社
員
登
用
！

〈〈
ジジ
ェェ
イイ
アア
ーー
ルル
四四

国国

ババ
スス
〉〉

〈〈
ＪＪ

ＲＲ

四四

国国
〉〉

入
社
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
皆
さ
ん
を
歓
迎
し
ま
す
！

と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

愛
媛
地
区

徳
島
地
区

東
京
地
区

メ
ー
デ
ー
は
、
英
語
で
書

く
と
「
Ｍ
ａ
ｙ

Ｄ
ａ
ｙ
」
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
夏
の
訪

れ
を
祝
う
日
」
と
し
て
古
く

か
ら
祝
日
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
始
ま
り
は
１
８
８
６

年
の
５
月
１
日
、
ア
メ
リ
カ

の
シ
カ
ゴ
で
、
１
日
12
～
14

時
間
勤
務
が
当
た
り
前
だ
っ

た
労
働
環
境
改
善
を
求
め
、

労
働
者
が
ゼ
ネ
ラ
ル
ス
ト
ラ

イ
キ
（
全
国
的
な
規
模
で
行

わ
れ
る
労
働
争
議
）
を
起
こ

し
、
８
時
間
労
働
の
実
現
を

要
求
し
た
事
に
由
来
し
ま
す
。

以
降
、
労
働
者
た
ち
が
集

ま
り
、
権
利
を
主
張
す
る
日

と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
は

じ
め
各
地
に
広
が
っ
た
の
が

メ
ー
デ
ー
で
す
。
今
で
は
５

月
１
日
を
「
労
働
者
の
祭
典
」

と
し
て
祝
日
と
す
る
国
も
多

く
、
世
界
中
で
労
働
者
た
ち

の
イ
ベ
ン
ト
や
デ
モ
行
進
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
連
合
で
は
毎
年
こ
の

時
期
に
、
東
京
で
の
中
央
大

会
に
加
え
、
各
都
道
府
県
の

地
方
連
合
会
や
地
域
協
議
会

で
も
独
自
の
メ
ー
デ
ー
が
開

か
れ
、
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
１
９
２
０
年
５

月
２
日
に
第
１
回
メ
ー
デ
ー

が
東
京
・
上
野
公
園
で
開
か

れ
ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大

戦
中
は
政
府
に
よ
り
開
催
が

禁
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
戦
後
、

労
働
組
合
の
活
動
再
開
と
と

も
に
再
び
開
か
れ
る
よ
う
に

な
り
、
日
本
の
労
働
者
の
地

位
や
労
働
条
件
の
向
上
、
権

利
拡
大
を
は
じ
め
、
人
権
・

労
働
基
本
権
の
確
立
、
民
主

主
義
の
発
展
、
恒
久
平
和
の

希
求
に
深
く
貢
献
し
、
そ
の

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

※
連
合
コ
ラ
ム
よ
り
抜
粋

【
コ
ラ
ム
】
「
メ
ー
デ
ー
」
と
は
？

大谷　 清
和田 庄平四国労組運動をチェック！
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集
会
は
、
２
０
２
５
春
闘

交
渉
の
結
果
や
経
営
協
議
会

で
議
論
が
な
さ
れ
た
「
２

０
２
５
年
度
事
業
計
画
」

「
効
率
化
に
関
す
る
施
策
」

に
つ
い
て
本
部
よ
り
報
告
す

る
と
と
も
に
、
職
場
に
お
け

る
組
合
員
の
生
の
声
を
聞
く

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い

る
。
集
会
に
参
加
し
た
各
組

合
員
か
ら
は
、
今
次
春
闘
交

渉
に
お
け
る
ベ
ア
獲
得
、
定

期
昇
給
完
全
実
施
及
び
各
種

手
当
等
の
改
善
を
含
め
喜
び

の
声
が
挙
が
る
と
と
も
に
、

物
価
高
が
生
活
を
苦
し
め
て

い
る
点
や
決
算
動
向
な
ど
を

踏
ま
え
、
夏
季
手
当
に
対
し

て
期
待
す
る
意
見
が
出
た
。

加
え
て
昨
今
の
要
員
不
足
に

関
す
る
課
題
、
よ
り
柔
軟
な

働
き
方
を
求
め
る
意
見
な
ど

と
あ
わ
せ
て
、
持
続
的
な
組

合
活
動
の
あ
り
方
に
関
す
る

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
本
部

は
こ
れ
に
対
し
、
昨
今
の

賃
金
改
善
の
流
れ
を
継
続

さ
せ
つ
つ
、
「
ユ
ニ
オ
ン

ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
３
」
の
目

指
す
働
き
方
の
実
現
に
向
け

取
り
組
む
方
向
性
を
改
め
て

示
し
た
。

職
場
対
話
行
動
は
、
組
合

員
に
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
運
動
を

周
知
し
、
意
思
統
一
を
図
る

う
え
で
も
重
要
な
活
動
と
位

置
づ
け
、
今
後
も
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。
各
地
で

の
集
会
開
催
日
程
は
以
下
の

通
り
。

▽
高
知
支
部

４
月
14
日

▽
愛
媛
支
部

【
東
予
・
南
予
・
中
予
】

４
月
16
～
18
日

▽
本
社
支
部

４
月
25
日

▽
徳
島
支
部

５
月
12
日

▽
香
川
支
部
【
多
度
津
】

５
月
14
日

▽
香
川
支
部
【
高
松
】

５
月
15
日
・
21
日

▽
自
動
車
支
部

徳
島
分
会
：
５
月
20
日

松
山
分
会
：
６
月
17
日

高
松
分
会
：
６
月
25
日

高
知
分
会
：
６
月
27
日

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
４
月
21

日
（
月
）
、
交
通
重
点
政

策
２
０
２
５❘

２
０
２
６
」

に
基
づ
く
国
土
交
通
省
鉄

道
局
へ
の
要
請
行
動
及
び

Ｊ
Ｒ
連
合
産
業
政
策
委
員

と
鉄
道
局
各
課
・
室
の
実

務
担
当
者
と
の
意
見
交
換

を
実
施
し
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
か
ら
は
和
田
政
策
部
長

が
出
席
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
冒
頭
、

Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
て
上

村
産
業
政
策
委
員
長
か
ら

「
二
島
・
貨
物
会
社
の
経

営
課
題
、
ロ
ー
カ
ル
線
の

取
り
扱
い
や
災
害
・
獣
害

対
応
な
ど
課
題
は
山
積
。

業
界
団
体
が
な
い
Ｊ
Ｒ
に

お
い
て
、
全
Ｊ
Ｒ
を
代
表

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

Ｊ
Ｒ
連
合
だ
け
で
あ
り
、

改
め
て
課
題
解
決
に
向
け

前
向
き
な
議
論
を
要
請
す

る
」
と
述
べ
た
。
要
望
書

を
受
け
取
っ
た
鉄
道
局
三

島
総
務
課
企
画
室
長
は
、

鉄
道
を
取
り
巻
く
諸
課
題

に
つ
い
て
所
感
を
述
べ
る

と
と
も
に
、
「
人
材
確
保

が
大
き
な
課
題
。
鉄
道
局

と
し
て
も
危
機
感
を
持
っ

て
お
り
、
省
力
化
に
資
す

る
施
策
も
推
進
す
る
と
と

も
に
、
人
手
の
確
保
に
向

け
て
諸
施
策
を
推
進
し
て

い
く
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合
石

川
産
業
政
策
局
長
（
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
よ
り
派
遣
）
を

は
じ
め
、
出
席
者
よ
り
様
々

な
現
場
実
態
を
踏
ま
え
て

意
見
し
、
「
高
速
鉄
道
・

新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
等
諸
課
題
へ
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
は
、
担

当
部
局
よ
り
「
四
国
か
ら

熱
心
な
議
論
が
あ
る
こ
と

は
認
識
す
る
も
、
ま
ず
は

現
行
の
整
備
計
画
の
完
了

か
ら
取
組
む
」
「
現
在
行
っ

て
い
る
『
幹
線
鉄
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
の
あ
り
方
に

関
す
る
調
査
』
等
を
引
き

続
き
行
っ
て
い
く
」
等
答

弁
が
あ
っ
た
。

な
お
、
今
般
策
定
し
た

「
交
通
重
点
政
策
２
０
２

５❘

２
０
２
６
」
は
、
同

日
関
係
す
る
国
会
議
員
に

対
し
配
布
行
動
を
行
っ
た
。

４
月
16
日
（
水
）
に
は

Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連
絡
会

が
国
土
交
通
省
自
動
車
局

に
対
す
る
要
請
行
動
と
意

見
交
換
を
実
施
。
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
か
ら
は
自
動
車
支

部
の
岩
本
委
員
長
、
仲
田

書
記
長
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動

車
連
絡
会
を
代
表
し
て
友

景
幹
事
よ
り
「
働
く
仲
間

が
安
心
し
て
働
き
続
け
る

労
働
条
件
を
構
築
し
バ
ス

産
業
が
よ
り
魅
力
的
な
産

業
と
し
て
持
続
的
に
発
展

す
る
こ
と
を
目
指
し
、
政

策
課
題
の
解
決
前
進
に
向

け
Ｊ
Ｒ
バ
ス
各
社
で
働
く

２
千
人
の
仲
間
が
取
り
組

ん
で
い
る
。
バ
ス
産
業
は

安
全
対
策
の
強
化
が
求
め

ら
れ
る
一
方
、
最
も
重
視

さ
れ
る
べ
き
バ
ス
運
転
者

の
労
働
条
件
、
労
働
環
境

は
全
産
業
平
均
に
比
べ
低

位
に
あ
り
、
人
財
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
。
路
線

の
縮
小
や
撤
退
な
ど
地
域

公
共
交
通
に
も
悪
影
響
が

生
じ
な
い
よ
う
、
課
題
解

決
に
向
け
早
急
な
対
応
が

必
要
」
と
要
請
。
そ
の
後

出
席
し
た
各
幹
事
よ
り
、

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に

対
す
る
補
助
」
「
高
速
乗

合
バ
ス
に
お
け
る
下
限
運

賃
の
設
定
」
「
降
雪
時
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
視
認
性
改

善
」
「
２
０
２
４
年
問
題

の
改
善
」
等
に
つ
い
て
要

望
。
現
場
の
実
態
を
伝
え

る
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る

バ
ス
産
業
と
す
る
た
め
に

制
度
の
見
直
し
な
ど
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
旨
を
強

く
訴
え
た
。

職職
場場
対対
話話
行行
動動
２２
００
２２
５５
をを
開開
催催

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
４
月
14
日
（
月
）
の
高
知
支
部
を
皮
切
り
に
「
職
場
対
話
行
動
２

０
２
５
」
を
各
地
区
に
お
い
て
順
次
開
催
し
た
。
集
会
に
は
、
支
部
執
行
部
に
加
え
、
本

部
か
ら
も
大
谷
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
担
当
役
員
等
が
出
席
。

２
０
２
５
春
闘
の
結
果
等
に
つ
い
て
本
部
よ
り
説
明
を
行
っ
た
後
、
参
加
し
た

組
合
員
か
ら
発
言
を
受
け
た
。
集
会
で
出
さ
れ
た
課
題
等
の
意
見
は
集
約
・
精
査
し
、

今
後
の
団
体
交
渉
や
経
営
協
議
会
等
を
通
じ
て
引
き
続
き
反
映
さ
せ
て
い
く
。

２０２５春闘の受け止めや職場課題について
組合員の生の声を聞く(本社支部)

４
月
11
日
（
金
）
本
部

１
階
会
議
室
に
て
第
８
回
本

部
執
行
委
員
会
を
開
催
し
た
。

経
過
と
議
事
は
以
下
の
と

お
り
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

（
経
営
協
議
会
）

・
〔
Ｊ
Ｒ
四
国
〕
事
業
計
画
、

営
業
施
策
に
関
す
る
付
議

に
つ
い
て

・
〔
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ

ス
〕
事
業
計
画

（
業
務
）

・
高
松
駅
８
・
９
番
ホ
ー
ム

天
井
材
一
部
落
下
に
つ
い
て

（
団
交
）

・
２
０
２
５
春
期
生
活
闘
争

（
新
入
社
員
）

・
新
規
採
用
者
加
入
行
動

（
財
政
）

・
第
１
回
組
織
財
政
専
門

委
員
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員
会

・
男
女
平
等
参
画
を
推
進
す
る

Ｊ
Ｒ
連
合
ト
ッ
プ

メ
ッ
セ
ー
ジ

・
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会

幹
事
会

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
北
労
組
に
お
け
る
組

織
支
援
行
動

（
そ
の
他
）

・
新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
の
執
行
委
員
会
声
明

【
議
事
】

①
参
議
院
議
員
選
挙
及
び
坂

出
市
議
会
議
員
選
挙
に
お

け
る
推
薦
候
補
者
の
承
認

に
つ
い
て

②
新
賃
金
、
諸
制
度
改
善
、
36

協
定
の
妥
結
承
認
に
つ
い
て

③
第
44
回
定
期
大
会

④
「
第
３
回
ド
ッ
ジ
ビ
ー
大

会
」
の
開
催
に
つ
い
て

⑤
支
部
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑥
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女
性
委

員
会
「
第
29
回
ユ
ー
ス
ラ

リ
ー
」
の
開
催
に
つ
い
て

⑦
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
特

設
コ
ー
ス
」(

管
理
者
セ

ミ
ナ
ー)

の
開
催
に
つ
い
て

⑧
「
四
国
の
新
幹
線
の
『
早

期
整
備
』
を
求
め
る
署
名

活
動
」
の
進
捗
に
つ
い
て

⑨
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑩
そ
の
他

第
８
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

国
土
交
通
省
へ
の

要
請
行
動
を
実
施

安心して働き続けられる
環境整備に向け要請行動を実施

自

動

車

局

鉄
道

局
ＪＲ産業が抱える

諸課題解決に向け鉄道局に要請

・６６月月末末ままででのの限限定定販販売売でですす
・ＱＱＲＲココーードドよよりりアアククセセススののううええ、、
IIDD「「jjrrssuu」」パパススワワーードド((ＪＪＲＲ四四国国ホホーームムペペーージジとと同同じじ))をを
入入力力ののううええ、、おお買買いい求求めめ下下ささいい。。

ＪＲ四国労組青年女性会議
第33回定期委員会の開催について

１ 日 時 2025年7月19日(土)14時より

２ 場 所 ホテルアネシス瀬戸大橋

３ 議 題
（1） 2024年度経過報告
（2） 2025年度活動方針（案）
（3） その他

２ ０ ２ ５春 季 生 活 闘 争
Ｊ Ｒ 四 国 グ ル ー プ 労 組 妥 結 状 況

○ＪＲ四国ホテルズユニオン【３月７日妥結】
・定期昇給の実施
・ベア3,500円
（エキスパート社員は3,000円、パートナー社員は1,750円）
・年間休日数増、繁忙期手当新設、通勤手当見直し、
深夜勤務手当改善、年度末一時金の支給 等

○ジェイアール四国メンテナンス労組【３月21日妥結】
・定期昇給の実施
・ベア５％＋1,000円
（指定研修社員は2,000円、嘱託社員は5.5%）

・契約社員及びパート社員の契約基本賃金等の改定
・雇用形態変更時の基準内賃金改定額の見直し、
通勤手当の改定

○四万十ユニオン【３月22日妥結】
・個別の賃金改定書に準じた基本給の改善
・時給者等の年末年始の時給額増額

○ＪＲ四国ステーション開発労組【４月24日妥結】
・定期昇給の実施
・ベア2,500円
・社員割引制度
・職務手当の増額、通勤手当の改正、
本社等の時差出勤の導入

○四国KIOSK労組【４月18日妥結】
・定期昇給の実施
・ベア5,500円

※各グループ単組が発行するニュースについては、
「ＪＲ四国労組」ホームページ内「グループ労組業
務情報」を参照。


